
 

令和６年度 高校生アンケートの結果（概要） 
市内の高校生を対象に、現在の出雲市や将来に対する思いや考え、まちづくりの提案などに

ついて調査しました。 

調査対象 出雲市内の高校３年生 

回収数 １，２５２人 

調査方法 学校を通じて Webによる調査（回答は無記名） 

調査実施期間 令和６年（２０２４）６月１日～６月２８日 

 

１．回答者の属性 

（１） 性別               （２）居住地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．高校生アンケート調査の結果概要 

（１）出雲市に愛着や魅力、誇りを感じますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 



「ある程度感じる」が 53.4％で最も高く、「感じる」と合わせると 81.0％になり、全

体の 8割程度が．「愛着や魅力・誇り」を感じると回答しています。なお、令和４年度

から２ポイント増加した昨年度と同様でした。 

 

（２）出雲への定住意向 

これからも出雲市に住み続けたいと思いますか。（出雲市にお住まいの方のみ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 「一度は市外へ出ても、出雲に戻って住みたい」が 41.0％で最も多く、「住み続け

たい」の 18.1％と合わせると、全体の 6割弱が定住意向を示しています。 

 

●出雲市に住みたい理由を教えてください。 

（「住み続けたい」または「一度は市外へ出ても、戻って住みたい」を選択した方のみ） 

    ※２つまで選択可 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



●出雲市に住みたくない理由を教えてください。 

（「住みたくない（市外に出て、出雲市には戻らない）」を選択した方のみ） 

※２つまで選択可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

魅力あるイベント・コンサートや遊べる場

所が少ないから 

 

 

希望する仕事・就職先がないから 

 

 

公共交通機関（電車・バス）が不便だから 

 

 

 

街に活気がないから 

 

 

市内の店舗では希望の商品が手に入りにく

いから 

 

 

その他 

 

 

近所付き合いが大変そうだから 

 

 

未回答 



（３）将来の出雲市について 

今後の出雲市のまちづくりに向けて、あなたが重要だと思う取組は何ですか。※５つまで選択可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後の出雲市のまちづくりに向けて、重要だと思う取組としては、昨年度のアンケートと同様に、

「バス、鉄道、空路など交通ネットワークを充実させる」（48.6％）及び「人が集まる活気のある

商店街を作る」（49.1％）の２つが特に高くなっています。特に「人が集まる活気のある商店街を

作る」は昨年度から５ポイント近く上昇しました。 

 続いて、「芸術文化・スポーツ・レクリエーションの場を拡充・整備する」が 31.9％、「安心して

子育てできる環境を整える」が 27.1％などとなっています。 

 
●バス、鉄道、空路などの交通ネットワークを 
 充実させる  
●人が集まる活気のある商店街を作る  
●芸術文化・スポーツ・レクリエーションの場を 

拡充・整備する 

●魅力ある大学などの高等教育機関を増やす 
 

●安心して子育てできる環境を整える  
 
●企業誘致や地場産業の活性化により魅力ある 

職場を増やしたり、起業しやすい環境を整える  
●ＡＩ、ＩＣＴなどの先端技術を活用して、地域 
の課題解決や行政サービスの充実を図る 
 

●様々な災害に備えるために防災体制を強化する 
 

●歴史文化遺産や伝統文化を大切にする 
 
●地域で安心して暮らせるよう医療や福祉の制度 
を充実させる 

●市内の地域資源等を活用して、積極的に観光 
振興を図る 

●豊かな自然環境を生かし、農林水産業の振興や 
再生可能エネルギー（太陽光、風力、バイオマス 
など）の活用を図る 

●ゴミの減量化やリサイクルを進め、自然環境や 
生活環境を守る 

●生きる力と夢を育むため、教育環境を充実 
させる 

●外国人住民との相互理解を進め、ともに安心 
して暮らせるまちをつくる 

●差別や偏見のない明るく住みよい社会を 
めざし、人権教育・啓発を進める 

●道路や下水道の整備など生活環境を良くする 
 
●若者の地域活動や政治への積極的な参加を 
促進する 
 

●性別にとらわれず個性と能力を発揮できるよう 
男女共同参画を進める  

●市民のボランティア活動やまちづくり活動を 
積極的に支援する 

●近隣の市町村と連携して、広域的なまちづくり 
を進める 

●その他 


